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ヴィクトリア朝イギリスにおけるクリノリン・スタイルの革新性
一1856年のフー フ，0 .クリノリンの登場一
長谷部寿女士
はじめに
産業革命をいち早く経験し、子世界の工場」としての地位を確立したイギリスの成功を支え
ていたのは製鉄業の発達で、あった。「鉄道狂の時代」と呼ばれたヴィクトリア較は鉄道網の敷
設が進展し、 19世紀に入ると鉄を材料とした鉄道駅や橋梁などの建築物が次々と出現した。
何より鉄とガラスが大規模iこ投入されたクリスタルパレスは、ロンドン万博の会場として、鉄
の生産を牽引する「世界の工場Jであることを誇示した建築であった。
i怪く強靭な「鉄j は当 11~jの女性ファッションにも取り入れられ、女性の身体意識を変える重
要なファッション・アイテムを生んだ。そのアイテムとは、「クリノリンjとよばれるスカー
トを成形するための器具である。鉄製のクリノリンはファッションとテクノロジーが結びつい
たヴィクトリア朝を象徴する服飾品である。このクリノリンがミドルクラスの女性ファッショ
ンを「機能的」なものにする起点となった。
本論文では 1840-60年代のミドルクラスの女性ファッションを取り上げ、身体の舗装具と
して論じられてきたクリノリンが実はいかに女性の身体に運動をもたらし、いかに女性の身体
意識を変容させたのかを明らかにしていく。
1.ベテイコート・タイプのクリノリンーダンデイズムと「家庭の天使」
(1) I家庭の天使」の理想像
産業革命によって台頭したミドルクラスは、 19世紀になって経済を動かす存在へと成長し
ていった。ミドルクラスといっても明確な定義づけがなく収入や職業、出身も多株であったが、
大部分が工業に関わる職業に就き工業化の恩恵を受けた人々であった。彼らは者I)iliにある職場
で決められた時間を働き、家に戻るという生活を送り、仕事場から切り離された家庭は完全な
る私的空間になった。夫が家を空けている|旬、家事に従事し居心地の良い空間づくりをするこ
とが女性の役割となったのである。そこで形成されていったミドルクラスに特有の女性像が、
コヴエントリー・パトモアの長編詩 (1854-63)のタイトルに由来する「家庭の天使jという
女性像で、あった。この詑が普及するのは 1860年代であり、鉄製のクリノリンがまさに大流行
している時期にあたる。新 lîl~jや雑誌のコラムや挿絵などの様々な媒体で f家庭の天使j の語が
繰り返し使用されたのは、社会の発展に伴って活動的になっていく若い女性たちを戒めるため
であり、男性たちは理想化した「家庭の天使」という女性像を作り上げたのだ 10 彼らが称揚
したのはヴイクトリア朝初期の保守的な女性像で、あり、その女性たちが着用したのは「動かな
しづことを美徳としたファッションであった。その家庭の天使を体現するHR装とはどのような
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ものであったのだろうか。つぎにヴイクトリア朝初期の女性ファッションについて詳しく見て
いきたい。
(2) 1840年代のクリノ')ンペチコート
厳格なモラルの意識を要求したヴイクトリア朝初期において、ミドルクラスの女性ファッ
ションは「繊細さJ、「慎ましさ」が何より重んじられた。指南書として当時のミドルクラスの
女性に広く読まれていたエリス夫人の fイギリスの娘たちj(1842 il三)には、ファッションに
ついての言及もある。そこには「もし純粋な心を持っているならば、若い女性たちは屑を顕わ
にすることが繊細|さ、愛らしさに欠いていることを本能的に知っているでしょう。(中 1各)正
しい心を持つ女性がドレスについて目指すべき最も高い指標は、相応しいこと、つまりは目立
たないという点で、ある。J2とあり、エリス夫人は服装の華美さを競い合うことは百害あって
一利なしと言い切っている。
ヴイクトリア朝のファッションを論じたアリソン・ガーンズハイムが「ヨーロッパの女性
ファッションが、 1840年代ほどにリスベクタピリティと黙従と依存を表していた時代は後に
も先にもなしユJ:)と述べているように、 ドレスの色はダークブラウンやダークグリーンなどの
1音色に、 klHいストライプや小花柄などの控えめなプリント摸様が好まれた。戸タトではレースや
花をふんだんにあしらったボンネットが必ず着用された。髪の毛を包み顎まで覆うボンネット
は慎ましさのシンボルとされ、パラソルと共に重要な装飾品で、あったのだ。 過度な装r!ilをつけ
ないドレスは実物を見ると簡素にすっきりと見えるが、動かないことを前提としたこのドレス
は着用時には見た目よりもずっと重くなった。その重さの要因はスカートにボリュームを，1¥す
ために何枚も重ね穿きをしたペチコートにあった。藁の芯などを縫いこんだフランネルや綿、
木市!日などの布地を ~'ilvJ で l認めた下穿き用スカートは、傾くごわごわとしていた。このペチコート
を通常は 4枚から 6枚ほど重ね穿きし、冬場は分厚いフランネル裂のペチコートを重ねたため
10キロ以上にもなったといわれている九このような重々しいペチコートを身につけた女性は
主に立っか座るかの|浪られた姿勢を取ることになり、必然的に活動範囲も fljlJI挺された。ヴィク
トリア朝初期の女性ファッションはこのような重々しい服装が主流であり、「動かない」こと
を女性たちに要請したのである。しかし、そうした状況のなかで 1840年代半ばにペチコート
の素材に変化が見られた。フランスから伝わったジュポン・デ・クリノリンと呼ばれた馬の毛
を麻の布地に縫い込んだペチコートである九イギリスではクリノリンの語は):I=Jしエられず、「ペ
チコート」もしくは「ドレス拡張器 (dress-dilator)Jと呼ばれていた。このペチコートが登
場すると、「軽くなって、涼しいjと評判を|呼んだに馬の毛を使月3したクリノリンは張りが
強く、これまでの何ト枚も重ねていた布のペチコートの重量を減らすことができたのだ。ヴイ
クトリア朝の初期には女性の身体は「ふくよかJであることが理想とされ、大きく広がったス
カートはそうした豊かさ、優雅さの指標とされていた。村松畠家は、クリノリンのシルエット
は自身が労働をしないこと、つまり存 I~~ ・消費生活を誇示するファションであり、 1810 年代
から 1830年代まで、上流階級の男性社会で、流行した「ダンデイズムJの理念を引き継しkだ現象
であったと述べている 70 ミドルクラスの女性たちは、優雅な上流階級のファションを模倣す
ることで「完壁な婦人Jを目指したのである。それゆえクリノリンの登場によってスカートの
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はさらに広がっていった。行き過ぎたファッションは次第に非難の対象となり、メディアに
は頻繁に取り上げられるようになる。
(3) ~パンチj に描かれはじめた女伯:ファッション
1841年に創刊された週刊誌 fパンチjはミドルクラスを読者層とし、彼らの価値観を体現
したものであった。そこに掲載されている挿絵は当時の社会を鋭く描写したものであり、風俗
に関する風車IJも数多く見られる。とくに女性ファッションは創刊当初から風刺の対象となった。
それだけファションがミドルクラスの関心を集めたということだろう。
1840年代後半から 1850年代はじめの風刺は「被り物」に集中していた。例えば f家庭の喜
び:J(1847年)と題された挿絵(図 1)では、若い女中が鋭の前で女主人の新しいボンネット
をこっそりと被り、うっとりとした表情を浮かべている o ~}'\ンチ j に頻繁に登場するボンネ y
トは、 1840年代に女性たちが「慎ましさ」のシンボルとして外出する際に必ず着用したもの
である。とりわけ婚期にある年頃の女性たちはボンネットの流行に敏感で、ファッションプレー
トには様々な装飾を凝らしたボンネットが紹介されているに 1850年代に入るとボンネットに
代わり、陽射しを避けるためにより実用的なつばの大きいハットが流行した。その背景には、
鉄道の敷設が進んで、郊外に住も‘ミドルクラスが気軽に都市や観光地に出掛けることが可能にな
り、野外にいる時間が長くなったことがあった。女性の行動範囲が家の局囲に限られていたボ
ンネットの流行時には、その 1寺着用していた大きく広カfるスカートは風刺の対象になっていな
い。しかし、ハットの普及ともに次第に女性が外出するようになるにつれ、公共の場で、巨大な
スカートを着用した女性たちが風刺の対象となった。 1850年代はファッションのj武刺対象が
帽子からスカートへと移行した。例えば、 1856年の訊刺画では、クリノリンを着用した女性
が小さな潟車に乗りこむところを傍にいる少年たちが「これから面白い手品を見ることができ
るぞj とj1¥i訟している様子(図2)や、クリノリンで広がりすぎたスカートを穿いた妻の隣で、
エスコートができない夫の様子が拙かれているに初期のペチコートタイプのクリノリンの椛
造と大きさは、外出には不使であり、舗装されていない道では臨やj突をスカートに巻き込んで
的にも問題があった。このように 1850年代はファッションの風刺対象が帽子からスカー
トへと移行した。鉄製のフーf・クリノリンが特許を取得した 1856年の7月には、このクリ
ノリンがいち早く記事の i二|コで紹介され、翌月の 8 月号には風刺聞に捕かれている (I~ 3)。
2. フープ・クリノリンの登場 1856年-1動くJ身体へ
(1)製鉄技術の発達
j誌の毛を入れたペチコートタイプのクリノリンが1846年に登場した後は、骨組みの部分に
様々な素材を用いてスカートのIJ日を広げることに熱意が注がれたが、 1856年に回期的なクリ
ノ1)ンが登場しやfンチJにはいち早く取り上げられた。それは鉄を1=1=Jいたフープ型のクリノ
リンである。鉄を ):I~ いたクリノリンのブームは 1850 年代末から 60 年代の半ばまで、つづき、ク
リノリン産業に大量の鉄が投資された。製鉄業で知られたシェフィールドの工場では、一週間
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に50万個分のクリノリンの鋼を製造していたと記録されている 100
このクリノリンは 18世紀に着用されたファージンゲールと呼ばれた腰に装着する鉄の枠
(フープ)の進化型だった。 蝶番式になった鉄のフープを組み合わせたファージンゲールは
1760年頃のジョージ3世H寺代に製造されるようになり、横に大きく張り出した鉄のフープは
狭い入口を通る際には両手で持ち上げてコンパクトにすることができた lio しかし、こうした
機能的なファージンゲールは、宮廷や貴族階級の間でのみ流行した賛沢な装置であり、一般の
女性は簸や;J叶支をリボンで繋いで、作ったものを着用して貴族のスカートのシルエットを模倣し
た 120 1780年には古代ギリシャ服を模倣するファッションが流行すると、ファージンゲール
を用いたファッションは完全に姿を消してしまった。その後、ヴィクトリア朝時代に再びスカー
トを広げるシルエットが流行し、 1856年にファージンゲールが進化したフープ・クリノリン
が登場したのだった。このクリノリンは、製鉄技争術!何守の発達により安安~1価屈で
労{働動者l階浩級にまで浸透したO クリノリンの作り手である労働者階級の女性たちにも手に入る価
格になっていたのである。こうした広範な流行を推し進めたのは、短時間で、大量生産を実現し
た製鉄技術によるものであり、クリノリンが登場する前年の 1855年に登場した「転炉法」と
いう画期的な製鉄の方法であった。
イギリスの製鉄業は 19世紀に入り、銑鉄よりも強靭な「鋼」の製造が可能になっていた。
しかし、一回の銅製造にかかる作業時間は 10時間に及び、生産で、きる量も限られていたこと
から、いまだ実用的ではなかったのだ。そこにイギリス人のヘンリー・ベッセマーが、燃料を
用いずに鋼を量産する「転炉法」を生み出し 1855年に特許を取得した。この転炉法は、木炭
や石炭などの燃料を使わずに銑鉄自体に含まれる炭素やケイ素などの成分を利用して精錬す
る、これまでの常識を覆す手法であった。ベッセマ一法によって鏑を無制限に製造することが
できるようになり、クリノリン産業を促進した。 1850年代末には鉄製のクリノリンがf官、民に
も着用されるようになっていた。ヴイクトリア朝を代表するジャーナリストであるヘンリー・
メイヒューの 1865年の著書には、「いまやクリノリンは、女王から阻洗いの女中、 3歳の少女
まで、あらゆる女性たちが着用している(中略)クリノリンは、莫大な商業利益となっている。JJ:l 
とクリノリンがあらゆる階層に普及していたことを証言している。
(2)パラソルとクリノリン
大量生産され安価になった鋼は、服飾品の材料としても積極的に使われるようになった。女
性たちに必須の装飾品で、あったパラソルには、クリノリンに先立って鉄が使用されている。こ
の傘の製造は、クリノリンの発達とも密接に結びついていた。
傘の文化史を研究したT.Sクローフォードによると、イギリスでの傘の製造は 1780年代か
ら始まるが、パラソルが必携の流行品として需要が高かったのに対し、重くて大きな雨傘は田
舎じみた労働者階級の持ち物とされていた 140 しかし、 1840年代になりスリムで実用的な雨
傘が登場し需要が高まると、製造業者の数が増加した。さらに、植民地から篠や鯨骨、象牙な
どの材料を蕪税で輸入できるようになったことにより、傘産業が確立されていった。傘の製造
は、基本的に男性の職人が工場で親骨フレームの組み立て作業を行い、その後お針子たちが作
業場や自宅で布を張る仕事を請け負っていた。親骨は、藤や鯨骨、鯨ひげなどでつくられ、
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1840年代末には鉄製のものが登場している。これらは全てクリノリンの骨組みにも使われた
材料だが、実は傘の製造業者がクリノリンの製造に転向した例や、クリノリンとパラソルの両
方を請け負ったという記録もあり、製造工程に共通する部分があった 150
鉄製のクリノリンはフランス人のR.c.ミリエットが発明し、 1856年4月にパリで特許を取
得したのが最初とされる i60 イギリスには、フランスとのイrlJ介業者であったc.アメットが
1856年7月に「スケルトン・ペチコートJの名で特許を得て女1]られるようになった。スケル
トン・ペチコートは、鉄のフープを垂直に張り付けた布のテープで固定したものであった。初
期の頃はボリュームのあるドーム型で、 ijパンチj(liIl 3) に拙かれているようにパラソルの 7F~
とも一致している。パラソルの形状は、 1860年代になって雨傘と兼用できるしっかりとした
大きめのデザインが好まれ、親骨と柄の部分には鉄が使用された。一方でドーム型のクリノリ
ンは、 1850年代末からスカート|隔が広がりはじめ、 1862年にピークに達している。このよう
にクリノリンとパラソルという 1860年代のモードに欠かせないrm.飾品には、鉄という素材が
使われ、その形状も共通の特徴を有していた。さらにクリノリンとともに着用されたコルセッ
トにも鋼が用いられるようになり、それまでのコルセットを堅くする材料であった木材や鯨の
骨、象牙などに取って代わった。 1860年代以降のコルセットは、鉄を入れたバスクをコット
ンの布地に縫い込んだものが主流となり、バスクが折れにくく、錆びつかない工夫をした改良
品が次々に登場していた 170
これらのアイテムは全て製鉄技術の発達の恩恵を受けて急成長したものであり、テクノロ
ジーとファッションの結びつきを象徴するものであった。
(3)クリノリンの製造一着用者と制作者の親近性
以上で見たようにク 1)ノリンの製造は傘産業の発達と関わりを持っていたが、工場では具体
的にどのような工程で作られていたのだろうか。
イギリスでのクリノリンの製造は、後に自動車製造で有名になったプジョーと、アメリカ
に本社を持つトムソンという 2つの会社が知られ、 1858年から 1864年の間の釘:年、この2社
18 、守 φ ニが合わせて 2400トンのクリノリンを製造していたとされる 。ロ/トンL設立されたトムソ
ンの工場は、千人以上の女性従業員を擁して一日 400011~1 ものクリノリンを製造していた 190
鋼の製造技術が格段に発展していたイギリスでは、アメリカやフランスの工場よりも大規模に
製造を行っていた。
クリノリンの製造工程は、先ずフープをつくることから始まる。ロッドに巻かれた鋼を炉の
仁|コに入れて柔らかくした後に、銀の表面に付いた汚れを般で|除去し、ライ麦の粉をふりかけて
専用の機械で乾かす。次に、乾かしてまだ柔らかい状態の鋼をリールから引き出しながら 19
番の型の太さになるように伸ばし、もう一つのリールに巻き付けていき、この鋼をサイズ別の
直径に合わせてフープ状に変形する。均一の太さでつくられたフープの鋼がある程度阻まると、
最後に鋼の)寄りに糸を巻きつけて仕上げ、次の作業場に送り出すのだ。
フープをスカートの形に整えていく次の工程は女性の従業員が行った。ウエストバンドから
一番下の枠まで、およそ 9 個から 1811~1 までのフープを布製のテープで巻いて国定する工程は、
全て手作業で行われた。図 12はトムソンの製造工場を描いたものであるが、仕上げの工程を
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行う若い女性従業員たちは自身もクリノリンを着用して作業を行っている 200 流行のクリノリ
ンを櫨った女性たちは、 1840年代に盛んに議論された「お針子」たちの低賃金・長時間労働
によって慌惇しきった様子とは対照的な姿である (12{113)。お針子たちが縫うのは彼女たちが
決して着用することのできない高級なドレスだった。作り手側と着る側の相反するこうした女
性の姿は、当時のモード産業の需要と供給の社会的な矛盾を浮き彫りにしていた。しかし
1850年代のクリノリン産業では、着用する側だけでなく作り手側もモードのファッションを
享受し、着用者と認識を共有していた。それゆえ改良されたクリノリンのデザインを商品化す
る際にも、作り手側の女性たちによって製造が迅速に進んだ。さらに、着用者と制作者の一致
は街15の宣伝効果にもなり、モードのファッションがこれまで、以上に大衆化していった。ブ-
7
0 ・クリノリンは、消費者側の女性のみならず製造工場に働く女性たちによって、その流行が
支えられていたのである。
3. フーフ0 ・クリノリンの改良
(1)クリノリンによる事i投
1項 (3)で見たように、パンチには 1850年代になって大きく広がるスカートを着月3した
滑稽な女性の姿が頻繁に描かれるようになっており、鉄製のクリノリンのj良市iJIT1lは特許を取得
した翌月の1856年8月にいち早く描かれている。区14のわfンチJの挿絵では、讐官が鉄のフー
プを持った少年に向かつてそれを渡すように注意しているところを、クリノリンを着用した女
性が自分に向けられた言葉と勘違いして急いで立ち去ろうとしている。この絵にみるように、
男性信IJのクリノリンに対する態度は総じて批判的だ、った。 1858年には「クリノリン、鉄製フー
フoの危険性j というパンフレットが出版され、クリノリンによって引き起こされたt~~ 々な事故
を取り上げて使用禁止を呼び掛けている。パンフレットの序文では「しばらく前から、最大級
の悪事が健康上、倫理上、そしてこの国の幸福を深刻に侵害ーしている。それはクリノ 1)ンとい
う不可解な名前で権威づけられた滑稽で不合理なファッションである。J21と述べられ、衛生
田や事故の危険性が問題視されただけでなく、過剰なクリノリン・ファションは女性のモラル
を堕落させるとして道徳的観点からも非難されている。というのも、 1860年代は、これまで
タブーとされた足首の見える丈の短いスカートを穿いたミドルクラスの女性が議論の的となっ
ていた。クリノリンによってスカートがふくらみ持ち上がることにより、足首が見えるように
なり、スカートの下に下着を穿く習慣がなかった当初は)j)lが見えてしまうことに激しい非難が
集まったのだo 1868年の fサタデー・レヴュ-j紙に「当世娘 (thegirl of the period) Jと
いう記事が掲載されると、大きな反響を呼んだ。彼女たちは「ファッションで他人に優ること
だけに熱意を注ぎム虚栄心から流行を追いかける「娼婦のような女性」だとされた 220 1"家庭
の天使」という女性像がこの時にi宣伝されたのは、こうしたスキャンダラスな若い女性たちの
台頭に危機!惑を感じたヴイクトリア朝社会の対応策であったといえる。 23
1785年の創刊以来イギリスを代表する新聞として普及し、 19世紀にはミドルクラスに最も
読まれていた『タイムズJにもクリノリンは取り上げられた。初出は 1853年の 10月号の広告
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記事であるが、この広告の対象となっているクリノリンはj誌の毛を入れたペチコートタイプの
ものである。鉄製のクリノリンが登場するのは、 4年後の「クリノリンの並はずれた猛威J(1857 
年)と題してその流行を伝える記事で、これ以降「クリノリンの災いJ(1858:q三)、「教会での
クリノリンJ(1860年)、「クリノリンによる事故J(1862年)といずれも公共の場で起きた惨事
を報道したものがつづいた。仁IJでもクリノ r)ンによる火災事故の報道はしばしば見受けられた。
スカートの広がりがとークに達した 1862年にはアメリカの新聞にも取り!こげられ、その記事
では、著名なイギリス人医J5TIJが一年間のクリノリンによる死亡者数はロンドンで 75人、回全
体では 750人に及んだと報告しているへ医学雑誌の fランセットjにも、「世間の1朝笑や非難、
そして丸焦げの恐'怖をなくすためには、このファッションを追放することだ。J25と述べられ
ており、さらに翌年の号でも「もう 1件の火災による死亡者は、今の読者にはお蝋染みの話題
であるが、 ドレスが燃焼し拡張したクリノリンによって犠牲になってしまった。J26とクリノ
リンの事故が取り上げられている。このように大衆紙だけで、なく専iヨIJ誌でもクリノリンの話題
は頻繁に掲載された。しかし、こうした激しい非難が巻き起こってもなお、クリノリンの流行
は !Ix.まる気配すらなかった。 J~友を重ねてミドルクラスに愛読されたチャールズ・イーストレイ
クの f家具、室内装EiI!、ディテールのヒント (J-Jintson Household Taste)J (1868)には、「ク
r) ノリンは実にあさましい発明品だが、そのT"111~ll さと過剰さへの非難にも関わらず、その流行
は収まることがない。」と述べられている 2i0 ~タイムズj に「昔の話 (An Old Story) Jと題
してクリノリンが過去のものとして語られたのは、ょうやく 1870年に入ってからのことであっ
?芯
(2) フープ・クリノリンの改良品-軽量化・柔軟性
フー70 ・クリノリンは 1856年の登場後、相次し 3で引き起こされる公共の迷惑行為や事故の
報道を通してその危険性が真剣に議論された。こうした「叩芭を受けて、制作者iHlJはデザインの
改良をおこない、工夫を凝らしたクリノリンを生みだしている。フープ・クリノリンが一過性
の現象に終わらず約 10年もの間流行が続いたのは、動き易さに配慮した改良i品が次々に考案
されていたからだった。
そのような改良品の従来のクリノ IJンとの相違点として、第一に鉄製クリノリンの軽量化を
挙げることができる。布を何枚も重ねてはいたペチコートタイプのクリノリンよりも鉄製クリ
ノリンはi怪かった。 il珪くなったことにより、スカートを容易に広げることができるようになっ
た。例えば 1861ij三に特許を取得したマンチェスターのヘンリー・クックが考案したクリノリ
ンは、~;[司を波形に整えたものを重ねており、真上から見ると個々の 111日が綿密に計算されている
ことがわかる(図 5)。この工夫によって、 Jこから着用するドレスの袋を波型にあわせて均等
につくることができる。パテントブックにはボリューム感だけでなく布地を美しく見せること
にも考慮したと説明がある 290
第二の相違点として、柔軟性が挙けfられる。鋼は柔軟性があるため、 I~I 在に JIラ :1犬をつくるこ
とができたのだo の骨や膝で作られたクリノリンは狭い場所は通れない上、座った1寺にすぐ
に折れてしまい頻繁に修理をする必要があり、買い替える手1，¥Jもかかっていた。馬車に釆ごる|祭
にはクリノリンを耳文りタトさなければならず、!~ 6のようにクリノリンを夕、ト音!Sに吊るして通りを
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走る馬車の光景がよく見られた。この点で、柔軟性のある鋼は折れる心配がなく、座った時に
も簡単に壊れることはない。さらに座ることを考慮した改良品として、図7のクリノリンのよ
うに座るときに椅子とパネが接触しないようにヒップの部分に空洞をつくったものや、 1~18 の
ように、前面の膨らみを抑え、スカートの上部から中間部にはフープを入れずにテープで錦の
骨組みを吊るしたものが制作された。これらの鉄製クリノリンを着用すると、座るという動作
を容易に行うことができ、馬車や鉄道に乗るときに逐一外す必要がなかった。さらに、鉄製の
クリノリンは蛇腹式の構造で簡単に折りたたんで収納することができ、旅行H寺には専用のケー
スに入れて携帯することもできた(図的。
このような機能的なクリノリンによって歩くことが容易になり、女性たちの身体の運動性は
高められた。フーフ0 ・クリノリンが登場した当初の 1850年代後半期には、軽くて捲れやすい
クリノリンのスカートから脚が見えてしまうことが問題になっていたが、鉄製フープが広く普
及した 1860年代には、ドロワーズというズボン型の下着を穿くようになってそうした懸念も
解消された。イギリス人女性の日記には、叔母にフープ・クリノリンを初めて着用したときの
印象を尋ねた時のことが記されている。叔母は「そのク 1)ノリンが登場するまで、それほどの
快適さを感じたことは決してなかった。[フープ]クリノリンはペチコートを取り払い、大変
軽やかに容易に歩くことを可能にしてくれた。J30と返答しており、クリノリンの着用によっ
てこれまでの身体観が一変したことがわかる。クリノリンと共に着用されたコルセットにも鉄
を用いた製品が登場し、女性の身体意識はこれまでとは大きく変化していたのだ。こうして、
女性たちはクリノリンを着用して登山をし、乗馬やクロケットなどのスポーツも行うように
なった(図 10)。ヴィクトリア朝の画家オーガスタス・エッグが 1862年に描いたく旅の道づ
れ (TheTrave!ung Comρanions) )> (図 11) には、列車のコンパートメントに向かい合って
座る 2人の若い女性が描かれているが、彼女たちはクリノリンを着用して座っている。一方は
読書:をし、他方は眠っている 2人の女性の表情からは、とても寛いだ印象が読み取れる。堅く
折れやすいこれまでのクリノリンでは深々と腰を掛けることは不可能で、あったが、この女性た
ちに見るように柔軟で、軽いフープ・クリノリンは座ることを容易にしていた。
ミドルクラスの女性たちの身体意識を変え、そこから日々の活動を促したのは鉄を用いた
フープ・クリノリンであった。そして、この時からモードのファッションも外観の華やかさだ
けでなく、着心地や動き易さにも重点が置かれるようになったのだ。
おわりに
本論文では、 1840年代から 60年代のクリノリン・スタイルに焦点をあて、鉄製のフーf.
クリノリンの革新性について明らかにしていった。クリノリン・スタイルの特徴であるスカー
トのシルエットは、何枚ものペチコートを重ね履きしてボリュームをつくっていたため非常に
重く、歩くことさえ不自由だった。それゆえ、ヴイクトリア朝初期の 1840年代のクリノリン・
スタイルは身体の動きを拘束するファションであった。しかし、 1850年代以降のクリノリン・
スタイルは、それまでと一変して活動的なファッションになった。それは鋼という最新の素材
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を用いたフープ:1犬のクリノリンの発j珂によるものであった。鉄はクリノリンやコルセット、パ
ラソルなどの流行の服飾品の材料として積極的に取り入れられ、ヴィクトリア車}j期のモード産
業を支えていた。製鉄技術の恩恵を受けて大量生産が可能になったクリノリンは、労働者階級
にまで普及し、クリノリンの作り手である女性たちにも着用されるようになった。あらゆる階
層に広がったクリノリンに対して、メディアは批判的な態度でクリノリンの廃止を主張したが、
流行が収まることはなかった。というのも、当時のパテントブックヤ広告記事にl鳴らかなよう
に、鉄の利便性を活かして動き易さの工夫をしたクリノリンが次々に登場していたのだ。その
考案を取り入れて改良品を生み出すことができたのは、作り手側もクリノリンを着用し、改良
点についての認識を共有していたからであった。こうしてクリノリン・スタイルは 1860年代
末まで流行が続いた。 1870年代にはパッスル・スタイルが主流となるが、瞥部を誇張するこ
の新たなシルエットも鉄製の器具によって形づくられ、鉄は体のシルエットを形成する下着に
欠かせない素材となっていった。その起点は 1856年の鉄製フープの登場であり、 1840年代か
ら60i三1-tの約 30年1司のスカートカヨプミきく広カすったクリノリン・スタイルは、 1856~三を j克目
として、ペチコートを重ねた重々しいファッションから一枚のクリノリンとズボン型の下穿き
という動きやすいファッションに一変した。シルエットの上で、は一克すると変化はないものの、
機能面において大きな変化を遂げていたのだ。こうして女性たちは積極的に野外を歩くように
なり、新たな身体意識を獲得していくのである。フープ0・クリノリンは、身体を考慮したファッ
ションが主流になっていくこれ以降のファッションモードを考えるうえで、その起点となる重
要なアイテムであったといえる。
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